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皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
支
部
長
会
議
は
、
11
月
14
日

（
土
）
に
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
外
濠
校
舎
薩
埵

ホ
ー
ル
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
と
来
場
に

よ
る
初
め
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
長
会
議
は
、
田
中
優
子
総
長
の
ご
挨

拶
で
始
ま
り
、「
秋
学
期
に
入
り
、
実
習
科
目

を
中
心
に
一
部
対
面
授
業
を
再
開
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
多
く
の
科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
態
で
行
っ
て
お
り
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

指
摘
の
あ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
質
の
改

善
を
目
下
の
課
題
と
し
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
」
と
い
う
内
容
を
中
心
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
清
水
伸
行
会
長

よ
り
「
学
生
の
元
気
な
活
動
を
保
つ
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
後
援
会
は
学
生
を
支
援
す

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
場
者
と
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
ま
ず
、
２
０
２
０
年
度
臨
時
総

会
表
決
結
果
の
報
告
と
決
議
を
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
よ
り
良
い
学
生
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
、
議
案
1
「
支
部
活
動
補
助
経
費

の
組
み
換
え
に
関
す
る
提
案
」
に
つ
い
て
審

議
を
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
、
議
案
2
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
支
部
活
動
（
情
報
交
換
）」
を
行
い
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
2
グ
ル
ー

プ
、
来
場
者
を
3
グ
ル
ー
プ
、
今
年
度
に
周

年
を
迎
え
た
支
部
を
1
グ
ル
ー
プ
と
し
、
50

分
程
度
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
に
分
け
た
こ
と
で
、
支
部
同
士
の
活
発
な

情
報
・
意
見
交
換
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
流
が
図

れ
ま
し
た
。
支
部
活
動
の
上
で
苦
労
し
て
い

る
こ
と
（
役
員
の
選
出
な
ど
）
や
工
夫
し
て

い
る
こ
と
（
イ
ベ
ン
ト
活
動
な
ど
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
の
活
用
状
況
、
わ
が
子
の
様
子
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」「（
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
で
す
が
）
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り
越
え

て
い
こ
う
」
と
一
致
団
結
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
周
年
を
迎
え
た
支
部
で
の

記
念
事
業
は
実
施
が
見
送
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
来
年
度
は
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
、
安
心
し
て
行
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
初
め
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
の
開
催
と
な
り
、
各
支
部
の
役
員
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
は
戸
惑
い
も
大
き
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
試
み
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
支
部
役
員
の
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
後
援
会
で
は
、
大
学
に
協
力

し
、
学
生
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
支
援
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

　
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
支
部
長
会
議
の

開
催
に
お
い
て
、
田
中
総
長
を
は
じ
め
多
く

の
大
学
職
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

支
部
長
会
議
報
告

後
援
会
副
会
長 

磯
崎 

恵
美
子 

（
凪
／
経
営
学
部
）
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本
年
度
も
後
援
会
活
動
に
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
10
月
ま
で
の

後
援
会
活
動
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
多
大
な

ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
大
学
は
全

学
部
で
対
面
授
業
を
取
り
や
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
対
応
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
面
授
業
が
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
行
動
方
針
」
を
作
成
し
、
行
動

制
限
レ
ベ
ル
を
０
〜
５
の
６
段
階
に
分
け
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
構
や
教
育
活
動
、
課
外
活

動
な
ど
の
指
針
を
示
し
、
学
内
の
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
困
窮
す

る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基
金
」
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
、
早
急
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
も
大
学
に
協
力
し
、
学
生
支
援
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
頻
発
し
て
い

る
自
然
災
害
で
被
災
さ
れ
た
学
生
・
ご
家
族

に
対
し
て
も
大
学
と
共
に
支
援
を
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。
こ
の
支
援
は
、
今
年
度
だ
け

の
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
次
年
度
以
降

も
続
け
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
法
政
大
学
体
育

会
の
活
動
も
次
第
に
再
開
さ
れ
、
そ
の
活
躍

は
学
生
た
ち
を
は
じ
め
、
私
た
ち
保
護
者
に

も
力
と
笑
顔
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
8

月
10
日
（
月
・
祝
）
か
ら
開
催
さ
れ
た
東
京

六
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦
で
は
野
球
部
が

3
季
ぶ
り
46
回
目
の
優
勝
を
飾
り
、
10
月
17

日
（
土
）
に
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
の
周

回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
97
回
東
京
箱
根

間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会
で
は
、
陸
上

競
技
部
が
終
盤
の
見
事
な
追
い
上
げ
で
8
位

と
な
り
、
本
戦
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
1
月
2
日
（
土
）、
3
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
本
戦
で
は
、
皆
さ
ま
ご
存
じ

の
よ
う
に
沿
道
応
援
が
自
粛
と
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
テ
レ
ビ
の
前
か
ら
選
手
た
ち
へ
の

熱
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
法
政
大
学
後
援
会
は
、
設

立
当
初
の
理
念
を
再
確
認
す
る
年
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
学
生
が
大
学
生
活
を
安
心
し

て
送
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
後

援
会
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
そ
し
て
何
よ
り
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

明
る
く
穏
や
か
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
１
年
を
迎
え
る
に
当
た
って

後
援
会
会
長

清
水
伸
行
（
智
洸
／
情
報
科
学
部
）

後援会ウェブサイト 会員限定特設ページ開設中
2020年度の父母懇談会開催中止に伴う代替企画として、
会員(保証人)向けに大学情報などを掲載しています

https://www.hosei-koenkai.org/members

会員限定特設ページ
（要ログイン）

後
援
会
だ
よ
り
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

※（　　 ）内は子どもの名前／学部
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科目（款） 2020年度予算額

1.一般収入 229,658,000

2.雑収入 1,347,000

3.積立金・引当資産からの繰入 105,000,000

4.預り金収入 0

当年度収入合計（A） 336,005,000

前年度繰越金 79,582,000

収入合計（B） 415,587,000

科目（款） 2020年度予算額

1.自然災害等被災（含む、コロナ困窮）学生
のための学生支援費 100,000,000

2.学生支援費 98,693,000

3.会員情報費 29,899,000

4.会員行事費 6,836,000

5.役員活動費 10,748,000

6.企画運営費 22,615,000

7.人件費 11,997,000

8.学生支援積立金 110,000,000

9.後援会積立金 0

10.引当資産 1,000,000

11.未払金支払 33,000

12.前払金 0

13.予備費 5,000,000

14.期末未払金 0

15.前期末前払金支払 0

16.預り金支払 0

当年度支出合計（Ｃ） 396,821,000

当年度収支差額（Ａ）-（Ｃ） △ 60,816,000

次年度繰越金（Ｂ）-（Ｃ） 18,766,000

支出合計（Ｄ） 415,587,000

2020年度収支予算（2020年4月1日～2021年3月31日）

【収入の部】 【支出の部】（単位：円） （単位：円）

2020年度法政大学後援会臨時総会電子表決結果のご報告
　全ての議案において、行使された議決権の賛成が半数を上回り、11月14日（土）付けにて可決・承認
されましたことをご報告いたします。
※電子表決が行われない場合は、議長に一任として取り扱い　

【議案】
　・第1号議案「2020年度事業計画案」
　・第2号議案「2020年度予算修正案」
　・第3号議案「2020年度後援会本部役員候補者案(補充)」　
　　(臨時総会の資料は後援会ウェブサイトに掲載しています）

1.コロナ禍の影響により、中止、または例年の形態で実施できなかっ
た次の事業に関する予算4千万円を凍結する。予算凍結分を全額「自
然災害等被災(含む、コロナ困窮)学生のための学生支援費」(以下、

「コロナ困窮等学生支援費」)に充当する。
【凍結する事業予算】
(1) 支部、及び首都圏父母懇談会に係る予算
(2) 支部新入生父母の集いに係る予算の一部
(3) 2020年5月支部長会議に係る予算 等
2.さらに、学生支援積立金4千万円を取り崩し、当初予算2千万円
と予算凍結分を合わせた総額1億円を「コロナ困窮等学生支援費」
に予算計上する。
なお、本「コロナ困窮等学生支援費」予算より、大学が実施する「新
型コロナウイルス感染症禍に伴う家計急変奨学金事業」等への寄
付(41,350,000円)を予定。また、予算残額については、今後の学生
支援の必要性に応じ機動的に予算執行する。

法政大学後援会事務局
〒102-0073
東京都千代田区九段北3-2-3 法政大学九段校舎4F
TEL：03-3264-9350
FAX：03-3264-9367  
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp　　            

後援会ウェブサイト  
https://www.hosei-koenkai.org/

2020年度予算の主なポイント
（2020年度暫定予算からの変更点）
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1 1月2日 箱根駅伝応援
2 1月11日 オール法政賀詞交歓会
3 1月19日 軽井沢スキーバス転落事故
　慰霊・献花(長野県支部）
4 7月5日 支部役員会議(福井県支部）
5 5月29日 市ケ谷キャンパス（ボアソナード・タ

ワー）近くをコロナ対応従事者へエール飛行
するブルーインパルス（後援会事務局のある
九段校舎から）

6 9月19日 首都圏本部運営会議
7 10月24日 本部新役員予定者説明会
8 11月14日 支部長会議

1 2 3

44

6 6

8

5

8

7 7 7

2020年 写真で振り返る後援会
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